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か
ん
が
へ
て
飲
み
は
じ
め
た
る
一
合
の

二
合
の
酒
の
夏
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
水

火
点
は
出
方
の

　
　
　
標
的
…
…

　
六
月
三
十
コ
］
（
日
）
．
牧
水
公
園
で

夏
の
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
［
□
は
＼
朝
か
ら
雨
が
降
り
あ
い
に
く
の

天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
操
作
に
あ
た
っ

た
団
員
は
召
頃
の
練
習
の
成
異
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
四
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
’

ζ
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　　　　　　　　　置ぜ獺8こ口り

土砂災害う水害に十分な適意庵．
　一瞬にして人命や大切な財産を奪い去ってしまう土砂災害。土石流、地すべ

り、がけ崩れなど、土砂災害のほとんどは、長雨や大雨がきっかけとなって起こ

ります。また、阪神・淡路大震災のような地震で起きる場合もあります。梅雨で

地盤がゆるんでいますので、今後台風などの大雨により土砂災害が起きやすい状

況です。十分注意しましょう。

●
り
ハ
．

、
㌔
亀
う 回
ど鞘

農業委員会委員決まる
　3年に一度の農業委員会委員選挙が去る7月2日に告示されました。立候補

届け出者は、定数12名と同数であったため無投票で決定し、7月8日には全員

の当選が決定しました。なお、選任による委員（町議会が推薦したもの、農業

協同組合及び農業共済組合が組合ごとに推薦したもの）3名も決定しまし
たので合わせてお知らせします。

影多“

’

’

●
　
一

●

土石流
●『山鳴り』といって、山全体が

　うなるような音がする。

●川の流れが急ににごったり、流

木がまざりはじめる。

●雨がふり続いているのに、川の

水かさがへりはじめる。

地すべり

●地面にひびわれができた。

●地面の一部が落ち込んだり盛り

上がった。

●池やぬまの水かさが急に変わっ

　た。

●井戸の水がにごった。

　　　　」

肉貌
がけ崩れ
●がけから小石がばらばらと落ち

　てくる。

●がけにさけ目ができた。

●がけから水がわいてきた。

曳● S

♂

雨に注意していますか？
土砂災害の多くは雨が原因で起こりま

す。長雨や大雨で危険だと思ったら早

めに避難しましょう。1時間に20ミリ

以上、また降り始めてから100ミリ以

上の降水量になったら十分注意が必要
です。

逃げ方を知っていますか？
土石流はスピードが速いため、流れを

背にして逃げたのでは追いつかれてし

まいます。土砂の流れる方向に対して、

直角に逃げるようにしましよう。

避難場所は決まっていますか？
普段から家族全員で避難場所や避難す

る道順を決めておきましょう。災害が

起きる時、家族全員がいっしょにいる

とは限りません。そんな時も、あらか

じめ避難場所を決めておけば安心で
す。

管

塗

谷窪

ぐ
ち
　
け
ん
　
　
ご

ロ
健
吾

（
田
野
・
5
7
歳
）

愚筆

ぐ
ち
　
　
ま
さ
　
な
り

ロ
將
成

（
福
瀬
・
5
2
歳
）

旗

影
も
と
　
た
て
　
　
お

本
建
男

（
仲
深
・
4
2
歳
）

吉と
国み

や
ま
　
　
み
　
　
よ
し

山
三
義

（
坪
谷
・
5
9
歳
）

2

佐さ

と
う
　
き
ん
　
い
ち

藤
欣
（
越
表
・
4
3
歳
）

た
　
な
べ
　
い
　
さ
ぶ
ろ
う

田
邊
伊
三
郎

　
（
鶴
野
内
・
5
3
歳
）

ふ
じ
　
　
え
　
　
　
き
ず
く

藤
榮
　
　
築

　
　
（
迫
野
内
・
6
2
歳
）

黒Σ

ぎ
　
　
て
つ
　
　
お

木
鉄
夫

（
寺
迫
・
5
5
歳
）

福
瀬
小
学
校
災
害
に
備
え
避
難
訓
練

　
6
月
1
4
日
（
金
）
、
二
瀬
小
学
校
で

は
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
、
傘
を
さ

し
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
が
、
児

童
達
は
、
先
生
や
消
防
団
員
の
説
明

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
昨
年
度
公
民
館
に
設

置
さ
れ
た
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
図

の
説
明
を
受
け
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
の
避
難
の
仕
方
な
ど
を
教
わ
っ

た
あ
と
実
際
、
危
険
箇
所
に
行
き
、
土

砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
学
習
し
ま
し

た
。　
訓
練
を
終
え
た
あ
と
の
感
想
を
書

い
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。　
二
年
直
野
佑
季

　
わ
た
し
は
、
ふ
く
せ
が
こ
ん
な
に

あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
と
は
じ
め
て
し
り

ま
し
た
。
わ
た
し
の
い
え
の
う
ら
に

は
、
山
が
あ
る
の
で
あ
ぶ
な
い
か
ら

い
え
の
人
に
ど
う
ず
れ
ば
い
い
の
か

事

髭篭

の
　
　
や
す
　
　
ひ
ろ

野
安
弘

（
福
瀬
・
5
8
歳
）

た
か
　
　
や
ま
　
　
　
ひ
ろ
し

高
　
山
　
　
博

　
（
八
重
原
・
6
3
歳
）

黒Σ

等木ぎ

導福を
59

塵義吉

溶

ふ
じ
い
り
ゅ
う
た
ろ
う

藤
井
柳
太
郎

　
（
羽
坂
・
4
8
歳
）

　
六
年
　
木
村
明
香
理

　
今
日
の
ひ
な
ん
く
ん
れ
ん
は
、
初

め
て
の
風
水
害
の
ひ
な
ん
く
ん
れ
ん

で
し
た
。

　
東
郷
町
の
消
防
本
部
の
人
た
ち

が
、
新
じ
く
で
き
た
か
ん
ば
ん
の
意

味
と
か
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

雨
だ
っ
た
け
ど
神
社
ま
で
い
っ
て
私

た
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
せ
つ
め
い
し

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

　
六
年
海
野
晃
生

　
今
日
、
ひ
な
ん
訓
練
で
の
「
風
水

害
」
を
、
初
め
て
習
い
ま
し
た
。
消
防

団
の
人
が
三
人
来
て
、
話
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
福
瀬
は
、

土
石
流
の
起
き
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
ひ
な
ん

訓
練
で
、
土
石
流
が
流
れ
て
き
た
ら
、

直
角
に
よ
け
る
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
を
学
び
ま
し
た
。

を
お
し
え
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

農
業
共
済
組
合
推
薦

　
　
き
　
　
む
ら
　
　
え
い
　
　
い
ち

　
木
村
映
　
一

　
　
　
　
　
　
（
6
8
歳
）

み

農
業
協
同
組
合
推
薦

　
　
た
　
　
ば
る
　
か
ず
　
よ
し

　
田
原
　
一
義

　
　
　
　
　
　
（
4
4
歳
）

　　桑

畝雛
　　薦
原馨

も
と基（

6
2

か
つ克

歳
）
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　　　　　　り棚》弓ご’り．④1

平
成
8
年
度

国
民
健
康
保
険
税
率
決
ま
る

　
六
月
の
定
例
町
議
会
で
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
、
平
成
八
年
度
の

保
険
税
率
が
次
の
表
の
と
お
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し

た
場
合
、
全
体
で
お
よ
そ
一
人
当
た

り
税
額
は
、
五
万
四
百
円
、
一
世
帯
当

た
り
の
税
額
は
十
一
万
五
千
七
百
円

と
な
り
ま
す
。

資産割35．8％

平等割22，900円

区分
税　　率

説　　　　　　明
8年度 7年度

①所得割
　　　　加入者の所得に応じてlll帯の内

縁痰ｳれる。
5．95

P00

5．70

P00

②資産割 世帯の内、加入者の固定資産税額
ﾉ応じて耐算される。 型 型100 100

③均等割 世帯の加入者に応じて計算される。
22，800

@円

22，3⑪0

@円
④平等割 一世闘いくらと計算される。

22，900

@円

22，500

@円

7
年
度
の
一
人
当
た
り

　
　
医
療
費
は
？

①＋②＋③＋④＝1年間の保険税
ただし．合計金額が52万円をこえるときは52万円になります。

　　※保険税の納期は10期です。

　
東
郷
町
国
保
の
平
成
七
年
度
の
一

人
当
た
り
医
療
費
は
三
十
二
万
八
千

五
百
円
で
、
平
成
六
年
度
と
比
べ
二

万
八
千
五
百
円
、
九
・
五
％
も
伸
び
ま

し
た
。

　
内
容
で
み
る
と
一
般
被
保
険
者
で

は
、
約
二
十
一
万
四
千
円
（
対
前
年
度

比
七
・
四
％
増
V
、
退
職
被
保
険
者
は

約
二
十
八
万
四
千
円
（
同
一
・
七
％

減
）
、
老
人
分
は
六
十
四
万
九
千
円

（
同
十
二
・
四
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
一
般
被
保
険
者
と
退

職
被
保
険
者
家
族
入
院
外
に
つ
い
て

は
七
割
引
、
退
職
被
保
険
者
及
び
同

家
族
入
院
に
つ
い
て
は
八
割
を
、
老

人
分
に
つ
い
て
は
老
人
拠
出
金
で
本

町
の
国
保
会
計
よ
り
支
払
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
税
は
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
と
も

に
、
医
療
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に

充
て
ら
れ
、
国
保
の
重
要
な
財
源
と

な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
が
公
平
に
負
担
し
、
国
保

の
財
源
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
、
保
険
税
は
必
ず
期
日
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

一人当たりの医療費の推移（東郷町国保）

H7

所得割5．95％

均等割22，800円〔国保税1工期日までに固めましょうユ

　
　
　
ヘ
ウ

・
　
、

．
q
．
C

鰯
’

愈／

r
d
気

H6H5

一
医
療
費
を
減
ら
す
た
め
に
で
皿

一
き
る
こ
と
…
　
　
　
　
　

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

濡
擁
驚
窮
鑑

　
リ
ヒ災
難
轟
鑛

前
篇
騎
騨
蔽
㌘
お
り
草
色

輪
麟
灘
　
慧

舖
漁
師
籔
擁
聾
ゲ
早
め
…

揮
健
康
診
断
は
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
犠

W
療
と
と
も
に
健
康
管
理
に
は
欠
か
せ
な
　

“
い
。

δ
管
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
よ
う
一

蔭
事
．
睡
眠
．
運
動
な
ど
日
常
生
活
を
規

V
則
正
し
く
。

貯
一
〉
）
）
）
一
〉
…
＞
＞
）
一
〉
一
…
一
）
｝
、

　
6
月
3
0
日
（
日
）
、
今
年
で
3
回
目

と
な
っ
た
夏
の
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
牧
水
公
園
に

は
約
励
名
の
団
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
と
同
様
雨
の
降
り
し
き
る

中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

団
員
は
、
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
な
が

ら
も
真
剣
な
態
度
で
取
り
く
ん
で
お

り
、
消
防
に
対
す
る
気
迫
と
責
任
感

の
強
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
競
技
で
は
、
緊
張
と
興
奮
の
中
、
ど

の
部
の
操
作
員
た
ち
も
す
ば
ら
し
い

操
法
を
見
せ
、
日
頃
の
十
分
な
訓
練

が
う
か
が
え
る
も
の
で
し
た
。
順
位

は
、
審
査
員
6
名
の
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
第
1
0
部
（
田
野
）
が
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
1
0
部

剖
　
長

指
揮
者

1
番
員

2
番
員

3
番
員

川
原
集
信

黒
田
　
正

野
月
　
　
虫

ノ
　
）
　
　
　
己
」

磯
貝
太

沖
田
　
肇

。霊

寺迫7部

内

二
半
第

二
準
位

憂

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

撒
購
全
国
表
彰
ラ
ッ
シ
ュ
〃

　　　　　　　　⑤鞘ど弓ご’り

　
認
定
証

　
　
二
二
町
長
激

貴
町
の
赤
口
　
公
　
劉
を

手
づ
く
り
郷
土
賞
ぴ
認
定

し
ま
す

　
　
八
年
七
穐
十
ヨ

　
定
窒
ぜ
の
凌
ハ

　
建
試
外
斎
疹
　
追
回
奏

　
　
｝
　
鷹
小
坂
　
恵

　
牧
水
公
園
が
建
設
省
の
「
手
作
り

ふ
る
さ
と

郷
土
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
賞

は
、
建
設
省
が
国
土
建
設
週
間
の
行

事
の
一
環
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
の
魅
力
を
創

出
し
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
施
設
な
ど
を
広
く
紹
介
す
る
も

の
で
す
。
全
国
で
三
十
七
件
が
選
定

さ
れ
、
賞
の
伝
達
式
で
は
副
賞
と
し

て
建
設
大
臣
直
筆
の
銘
板
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
公
園
は
全
日
本
建
設
技

術
協
会
の
「
全
建
賞
」
も
受
賞
し
ま
し

た
。
同
賞
は
、
建
設
技
術
の
発
達
に
寄

与
す
る
た
め
毎
年
優
秀
な
建
設
事
業

を
選
考
し
、
こ
れ
を
実
施
し
た
機
関

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
本

年
度
は
全
国
で
五
十
五
箇

所
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。　
こ
の
二
つ
の
受
賞
に
よ

り
、
牧
水
公
園
が
全
国
的

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
本
町
の

観
光
事
業
の
推
進
に
明
る

い
展
望
を
も
た
ら
す
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

期
に
、
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
文
化
の
香
り
の
す
る
東
郷
町
を
さ
ら
に
す
ば
ら
し

い
町
に
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　早いもので私が国際交流員として東郷町に派遣され1年が経ちました。昨年この東郷町に着任し

て町民のみなさんが若山牧水を尊敬していることにたいへん感動しました。また、前任者のエデルさ

んのお別れのスピーチにも感銘を受け、エデルさんに負けないように東郷町の国際交流事業の推進

に力を注ぎたいと思いました。しかし、一方では東京暮らしになれていた自分が人口6，000人足らず

の町でうまくやっていけるのだろうかという不安もありました。

　そうして私の東郷町での生活が始まり、町民のみなさんからいろいろとはげましをいただきなが

ら一年間過ごすことができました。その間、小学生とふれあう機会をもうけ、中学生と異文化につい

て語り、婦人学級で郷土料理を紹介し、国際交流イベントを行い、あっという間の一年でした。また、

東京ではあまり経験できないお茶つみやおもちつきなど、地方ならではの体験もすることができ、私

の中でイギリスと東郷町がこの一年間でぐっと身近のものに感じられるようになりました。今後はもっ

と交流を深め、イギリスと東郷町、ひいてはイギリスと日本の架け橋になれたらと思っています。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111（10まで〉
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、
鴨
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ど
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卜う翻　　
磁

奇
峯

　
　
　
耐聖

7 気分は世界をひとつ飛び

幽　東郷町、西郷村、南郷村の教育委員会が主催し、それぞれの国際交流員が中心となり、国際交流イベント「ミニ世界旅行」

が牧水公園で開催されました。外国の文化や生活習慣を肌で体

験し、触れ合いを通して異文化に対する関心を高めてもらうこ

とが狙いで一町二村から小学生約80名が参加しました。

　ハワイ、ニュージーランド、オーストラリア、タイの“ミニ

国家”をグループごとに30分間訪問する形で進められ、各国の

雰囲気を味わった後、手製のパスポートに証明スタンプをもら

い、ひとときの世界旅行を満喫していました。
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星に願いを

幽　養護老人ホーム鈴峰園では、鶴野内、坪谷の保育園児達が訪れ、おじいちゃんやおばあちゃん達といっしょに七夕

飾りをつくりました。笹の葉に飾り付け、短冊にそれぞれ

の願いを書いてできあがり。そのあとは、おじいちゃんや

おばあちゃん達の前で七夕の歌を披露し、楽しい心の交流

がはかられた一日でした。
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熱戦につぐ熱戦

幽　空の上では織姫と彦星が年に一度会うというロマンチックな七夕の日、町中央公民館では、地域婦人連絡協議会主催による

バレーボール大会が行われ、女性の熱い戦いがくりひろげられ

ました。風のはいらない体育館の中は、選手達の熱気でムンム

ン。その暑い中で決勝に駒を進めたのは迫野内婦人会と坪谷婦

人会、奇しくも公民館対抗バレーボール大会の時と同じ対戦に

なり、接戦の末坪谷婦人会が雪辱を果たしました。結果は次の

　
　
　
　
　
む

風
暑
し
戦
す

　
の
奇
接
で
勝
勝
位

　
　
　
　
り
　
優

　
　
会
り
お
優
準
3

ま
ン
人
な
と

坪谷婦人会

迫野内婦人会

三三婦人会・小野田婦人会

■

㎜…
0

…………………………………………………………………………………

元気に育ってね

幽　牧水公園では、河川プールのプール開きが行われました。午前10時から安全祈願の神事が行われ、その後鶴

野内保育園と坪谷保育園の園児達が元気に育ってと願

いを込めて錦鯉の幼魚を放流しました。本来ならその後

プールでひと泳ぎというところですが、今年は降り続く

雨により水量が多くプールでの水遊びは見送られ、園児

達もちょっぴり残念といった様子でした。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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へ
　
　
　
　

い
、
飼
う
ど靭琢　⑦

一咀

那
須
政

’翔匿　　　　東郷町

司
　
さ
ん

（
4
5
歳
）

○
出
身
地

　
　
　
仲
町
、
下
仲
瀬

○
生
年
月
日

　
　
　
昭
和
2
5
年
1
1
月
2
0
日

○
実
家
の
世
帯
主

　
　
　
那
須
誠

○
現
在
の
住
所

　
　
　
福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町

○
近
況

　
妻
・
長
男
（
中
3
）
・
長
女
（
中
2
）

の
4
人
家
族
で
す
。
現
在
、
中
隊
長
と

し
て
種
々
の
訓
練
に
あ
た
る
と
共
に

20

ﾎ
台
の
若
い
部
下
数
十
名
の
人
間

育
成
に
心
を
砕
い
て
い
る
毎
日
で

す
。

★
☆
み
る
さ
と
の
思
い
出
ぱ
な
し
☆
★

東
郷
町
、
私
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
町

　
高
校
を
卒
業
と
同
時
に
東
郷
町
を

離
れ
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
早
、
2
8
年

が
経
ち
ま
し
た
。
北
海
道
勤
務
の
7

年
間
を
除
き
、
毎
年
夏
に
は
、
家
族
と

共
に
実
家
に
帰
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
度
に
訪
れ
る
町
内
の

い
た
る
所
で
、
子
供
の
頃
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
私
で
す
。
夏
休

み
、
真
黒
に
な
り
一
日
中
鮎
掛
け
や

ウ
ナ
ギ
釣
り
に
興
じ
た
坪
谷
川
。
牧

水
祭
で
鼓
笛
隊
の
一
員
と
し
て
リ

コ
ー
ダ
を
演
奏
し
た
こ
と
や
日
暮
れ

ま
で
仲
間
と
刈
り
入
れ
後
の
デ
コ
ボ

コ
田
ん
ぼ
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

走
り
回
っ
た
こ
と
。
又
、
チ
ャ
ン
バ
ラ

ご
っ
こ
や
パ
ッ
チ
ン
、
ビ
i
玉
に
夢

中
に
な
っ
た
こ
と
。
中
学
校
の
裏
山

で
悪
ガ
キ
仲
間
と
落
と
し
穴
を
つ

く
っ
て
過
ご
し
た
昼
休
み
時
問

等
々
、
私
の
少
年
だ
っ
た
時
代
の
こ

と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
私
の
里
帰
1
9
は
、
重
ね
た
年
齢
を

思
い
知
る
と
共
に
、
若
返
り
の
た
め

の
里
帰
り
で
も
あ
る
の
で
す
。
職
業

柄
転
勤
が
多
く
、
子
供
達
に
故
郷
を

持
た
せ
て
や
れ
な
い
こ
と
が
残
念
で

す
が
、
そ
の
分
骨
の
故
郷
東
郷
町
を

子
供
達
が
、
自
分
の
故
郷
だ
と
思
っ

て
く
れ
れ
ば
と
の
願
い
を
秘
め
た
毎
．

年
の
里
帰
り
で
も
あ
り
ま
す
。

多
角
的
な
発
展
と
心
の
財
産
を
後
世
こ

　
牧
水
記
念
館
・
公
園
を
メ
イ
ン
と

し
た
観
光
、
又
、
近
隣
町
村
と
の
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

木
材
加
工
団
地
開
発
で
地
域
振
興
を

図
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
木

材
加
工
団
地
の
造
成
工
事
で
は
、
我

が
自
衛
隊
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

出
来
た
こ
と
を
、
町
出
身
者
と
し
て

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
東
郷
町
の
観
光
と
農

林
産
業
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
者

の
一
人
で
す
が
、
聖
な
る
発
展
の
た

め
に
は
、
牧
水
公
園
を
含
め
た
町
内

の
史
跡
探
訪
に
農
林
特
産
物
を
リ
ン

ク
（
か
ら
め
た
）
し
た
多
角
的
な
振
興

を
は
か
る
他
、
住
民
の
町
定
着
を
目

指
す
こ
と
も
一
考
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
共
の
隊
員
が
言
っ
て

い
た
こ
と
で
す
が
、
木
材
加
工
団
地

の
造
成
工
事
に
行
っ
て
い
る
頃
、
束

　
　
　
　
　
一

郷
町
の
小
中
学
生
が
よ
く
「
あ
い
さ

つ
」
を
し
て
く
れ
、
周
の
人
の
心
の
暖

か
さ
を
感
じ
た
と
の
こ
と
で
す
。
豊

か
な
生
活
の
代
償
と
し
て
人
の
心
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

昨
今
こ
れ
は
極
め
て
大
事
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

東
郷
町
に
と
っ
て
大
い
な
る
財
産
だ

と
私
は
強
く
思
い
ま
し
た
。

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

円
や
か
に
深
き
の
み
跡
牧
水
歌
碑
に

語
る
が
如
き
歌
小
林
の
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

霧
島
の
峰
よ
り
通
る
る
岩
清
水
ふ
く

め
ば
冷
た
く
歯
に
し
み
と
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

夏
風
邪
の
電
話
の
声
を
き
っ
か
う
か

大
根
蜜
を
友
が
届
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

八
十
年
住
み
し
我
家
を
友
は
な
れ
一

人
漕
ぎ
逝
く
悲
し
み
の
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

日
を
受
け
て
水
面
は
光
り
水
中
の
魚

の
動
き
の
透
け
て
き
ら
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

古
き
世
に
名
工
刻
み
し
石
仏
の
匠
の

技
に
暫
し
見
惚
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
園
男

手
一
つ
に
育
て
し
仔
牛
セ
リ
終
え
て

業
者
引
き
ゆ
く
一
瞬
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

夕
暮
れ
に
咲
き
揃
い
た
る
サ
ボ
テ
ン

の
淡
き
ピ
ン
ク
の
い
の
ち
を
憶
う

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

点
滴
に
命
さ
さ
へ
て
い
る
友
の
悟
り

の
眼
差
し
の
お
だ
や
か
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

「
又
来
た
い
」
と
言
い
し
子
も
今
は
亡
く

出
の
山
公
園
に
過
ぎ
し
日
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

南
海
で
共
に
戦
い
生
き
の
び
し
友
と

語
り
て
暁
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

降
り
来
る
梅
雨
に
一
声
田
に
鳴
き
て

蛙
の
コ
ー
ラ
ス
一
斉
に
湧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

に
こ
や
か
に
我
等
迎
え
し
老
い
し
師

と
酌
む
焼
酎
の
こ
ま
や
か
な
味

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉



　
②」δ塑

膿薬圃薗θ巣

園
、
三口

、
～

、
＼
、

朶・深谷の

野ひとみさん（6歳）

　水野順一さん

嬉，謬萄。何です

ザ

編
網

　
　
観

　
ゴ
遂
y
㍉

　
　
　
：
好
～
力
好
プ
大
い
保

傾
水
父
母
○
か
　カレーライス
○好きな遊びは何ですか？

　フフンコ
○大きくなったら何になり
たいですか2

　保育園の先生

、
謙

▲題「あさがお」

坪谷・一L野原の

矢野香菜さん（5歳）

父：矢野　良さん

母：　　恵子さん

○好きな食べ物は何です
か2

　いちご

○好きな遊びは何ですか2

　フフンコ
○大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花屋さん

ρ
、

　
　
　
へ
を
ゾ
セ

　
　
　
、
L
鱗

〆N
へ
駅

　
　
　
　
、
藁

囲
必

＼

　
　
　
　
　
　
　
ノ

織
欝
欝
鞭

　
　
レ
題
「
た
な
ぼ
た
ま
つ
り
」

、
蜘
．
幸
・
や
．
．
幸
・
曹
・
曹
二
型
寺
条
粂
三
母
寺
条
条
舎
尋
壱
寺
尋
包
丁
感
冒
条
条
尋
壱
壱
管
舎
条
尋
壱
寺
条
尋
壱
条
三
豊
条
尋
義
義
義
義
条
条

灘一街の古舌題
戟一文化協会囲碁クラブ“七タ碁会”を開催

　文化協会囲碁クラブの
定例碁会（七夕碁会）が、

7月7日（日）の午前9時30

分からシルバーセンター
で行われました。参加者は

11名で成績は次のとお
り。

優勝図師睦（3段）
準優勝　小野十四生（2級）

3位佐藤義貞（3段）

※次の碁会は8月4日
（日）、場所・時間は前回と

同じくシルバーセンター
で午前9時30分から行わ

れます。

　会員以外の方もぜひ参
加してください。初心者大

歓迎です。

（問い合わせば役場総務
課・矢野続まで）
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受
付
期
間

　
平
成
8
年
8
月
1
3
日
㈹
か
ら

　
平
成
8
年
9
月
4
日
㈱
ま
で

受
験
資
格
（
年
齢
）

　
警
察
官
（
B
）
　
満
1
7
歳
以
上
2
7
歳

　
　
　
　
　
　
以
下

　
警
察
官
（
婦
人
）
満
1
7
歳
以
上
2
5
歳

　
　
　
　
　
　
以
下

学
　
　
歴

　
大
学
卒
業
者
及
び
平
成
9
年
3
月

　
末
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

　
以
外
の
者

試
験
日
（
一
次
）

　
警
察
官
（
B
）
平
成
8
年
1
0
月
6
日

　
警
察
官
（
婦
人
）
平
成
8
年
9
月
2
9
日

備
　
　
考

　
警
察
官
（
B
）
の
採
用
に
つ
い
て

は
、　
警
視
庁
、
宮
崎
県
、
埼
玉
県
、
神

　
奈
川
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
の
警

　
察
官
に
な
る
た
め
の
も
の
で
、
志

　
望
都
府
県
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
※
詳
細
な
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
東
郷

　
駐
在
所
（
T
E
L
⑲
一
2
0
2
6
）

　
ま
で
。

法
令
講
習
を

　
推
進
し
よ
う

　
六
月
は
、
人
身
事
故
が
2
件
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
下
で
は
、
六
月

三
十
日
現
在
で
、
交
通
事
故
死
者
数

が
五
十
三
名
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

と
同
じ
時
期
よ
り
2
名
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い

や
り
の
心
と
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
、
交

通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

法
令
講
習
に
積
極
的
に
参
加
し
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。
法
令
講
習
は
、
駐
在
所
と
連

絡
を
と
っ
て
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

東郷町内の交通事故

発　生　場　所 6月中 1月～6月累計

鶴野　内　地　区 2件 9件（1件）

福　　瀬　地　　区 1件 12　　　回

気　野　田　地　区 2件 16件（3件）

田野・羽坂地区 0件 1　　件

坪　　谷　地　　区 3件 13件（1件）

寺　迫　地　　区 0件 0　　三
八重原・迫野内地区 2件 3　　件

合　　　計 10件 54件（5件）

（
　
）
内
は
人
身
事
故
で
内
数

　
　
　
　
　
（
文
責
：
久
保
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　　⑨鰯㍗弓ご’り

　
　
　
巳

　
　
　
　
ゆ
公
民
館
対
抗
バ

　
　
　
　
も

　
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
主
催
の

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

十
一
の
公
民
館
か
ら
男
女
一
チ
ー
ム

ず
つ
が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
男
子
は
東
郷
小
学

校
と
東
郷
中
学
校
の
体
育
館
、
女
子

は
町
中
央
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か

れ
、
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
の
中
は
選
手
の
熱
気
で
ム

ン
ム
ン
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば

む
よ
う
な
中
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、
点
が
は
い

る
た
び
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
男
子
は
昨
年
同
様
、
寺
迫
公
民
館

と
坪
谷
公
民
館
の
決
勝
と
な
り
、
寺

迫
公
民
館
が
底
力
を
見
せ
見
事
連
覇

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
女
子
は
、
ど
こ

が
優
勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

い
実
力
が
均
衡
し
て
い
ま
し
た
が
気

迫
に
勝
る
迫
野
内
公
民
館
が
接
戦
を

制
し
、
優
勝
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
優
勝

　
　
準
優
勝

　
　
3
　
位

女
子
優
　
勝

　
　
準
優
勝

　
　
3
　
位

寺
迫
公
民
館

坪
谷
公
民
館

福
瀬
公
民
館

羽
坂
公
民
館

迫
野
内
公
民
館

坪
谷
公
民
館

八
重
原
公
民
館

羽
坂
公
民
館

ご存じですか自営業者のための上積年金

　　　　　　　　　　　　　老齢基礎年金に上積して、

国民年金蕃金軽誰離羅灘
　　　　　　　　　　　　加入できます。

　これまで、基礎年金の上積み年金は、サラリーマン
に認められていましたが、国民年金基金の誕生によ
り、自営業者も上積み年金の給付を受けられるように
なりました。

●国民年金の第1号被保険者
　（20歳から60歳までの人で保険料を納めている人）
　ただし、国民年金の第1号被保険者でも保険料を免
除されている人や農業者年金の被保険者は加入でき
ません。

　給付は終身年金が主体ですが、一定期間だけ受け取

る確定年金との組み合わせもありますので、加入する

人はこれらの給付の型を選択することができます。

　掛金は、選択する給付の型や加入ロ数と、加入した

ときの年齢により異なります。

　掛金は全額社会保険料控除の対象となり、所得税や

住民税が軽減されます。また将来受け取る年金には、

公的年金等控除が適用されることになっています。

サラリーマン　　　自営業の方
里縫難i国民年金基金　　　　　　■

老齢基礎年金　i老齢基礎年金

基金の加入申込みや、お藤、合わせば

宮綺国民年金基金

　　　　　まで

干880宮1鏑奄斎高『F蓼通1－6－38

　　ユツセイ富崎ヒル3F
電譲舌　0985　（25）　0090

※ご希望の方は、申込書・パンフレットを送付しますので、お気軽にご連絡ください。

男子優勝の寺迫公民館チーム

冨
r
　
蓑
B
塾
7

　
ノ

曳
、

選手宣誓！女子優勝の迫野内公民館チーム

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
『
か
ん
が
へ
て
飲
み
は
じ
め
た
る

一
合
の
二
合
の
酒
の
夏
の
ゆ
ふ
ぐ

れ
』
。
数
多
い
牧
水
の
酒
の
歌
の
中
で

『
白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜

の
』
の
歌
と
共
に
皆
さ
ん
に
広
く
愛

諦
さ
れ
て
い
る
歌
で
、
明
治
四
十
五

年
（
一
九
一
二
・
二
十
七
歳
）
六
月
の

作
で
す
。

「
牧
水
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
「
よ
そ
う
か
、

飲
ま
う
か
、
さ
う
考
え
な
が
ら
に
い

っ
か
取
り
出
さ
れ
た
徳
利
が
一
本
に

な
り
二
本
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
ふ
場

合
の
夏
の
夕
暮
の
静
か
な
気
持
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
る
」
と
。

　
牧
水
は
こ
の
年
の
五
月
初
旬
、
上

渡
邊
邦
彦

京
し
て
来
た
太
田
喜
志
子
（
長
野
県

広
丘
村
出
身
・
当
時
二
十
四
歳
）
と

結
婚
、
内
藤
新
宿
二
丁
目
の
森
本
酒

店
二
階
に
新
居
を
定
め
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
こ
の
歌
は
新
婚
時
代
の
作

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
牧
水
に
は
ほ
と
ん
ど
収

入
が
な
く
生
活
費
に
も
困
っ
て
い
た

様
子
で
、
喜
志
子
は
あ
る
知
人
の
紹

介
で
近
所
の
女
性
達
の
着
物
を
縫
う

針
仕
事
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
新

婚
生
活
と
い
っ
て
も
家
財
道
具
す
ら

殆
ど
無
く
、
『
か
ん
が
へ
て
』
の
歌
と

畿
ヒ

並
ん
で
『
ま
っ
し
く
て
蚊
帳
な
き
家

に
み
つ
ふ
た
つ
蚊
の
な
き
出
で
ぬ
、

添
ひ
臥
を
す
る
』
と
詠
ん
で
い
る
よ

う
に
、
そ
の
頃
の
わ
び
し
い
生
活
の

よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
郷
里
坪
谷
の
母
か
ら
「
チ
チ
キ
ト

ク
ス
グ
カ
エ
レ
」
の
電
報
に
接
し
た

の
は
そ
の
翌
月
七
月
二
十
日
の
こ
と

で
、
牧
水
は
新
妻
喜
志
子
を
残
し
て

独
り
帰
郷
し
た
の
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈捻務課情報係㊥2111㈱まで〉



　　　　　棚8こ喝’り⑩

ご
存
じ
で
す
か
？
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
（
十
八
歳
に
達
す
る
目
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
る
者
。
障
害
児
は
二
十
歳
未
満
。
）

を
監
護
、
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

》〉
亥○受図を
三児給る支
r童資も給
5の格のし
二状はで’
紅舌
。が
次
の
い
ず

れ
か
に

す児
。童

　の
　福
　祉
　の
　増
　進
　を

ンヨ
　お知らせ
ンフォメーシ

図
る
も
の
で
す
。

受
給
資
格
は

○
児
童
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
。

1
父
母
が
離
婚
（
事
実
婚
・
内
縁
関

　
係
の
解
消
を
含
み
ま
す
。
）

2
父
が
死
亡

3
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

4
父
が
生
死
不
明

5
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

6
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

7
未
婚
の
子
　
　
　
な
ど

○
請
求
者
及
び
児
童
が
公
的
年
金
を

　
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
並
び
に
児

　
童
が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
で
な

　
い
こ
と
。

イ
・
母
以
外
の
人
が
蕃
・
て
い
夷
・

　
　
　
　
は
、
児
童
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
　
ご
用
心

　
　
　
　
受
給
資
格
に
該
当
す
る
よ
う
に

　
　
　
な
っ
た
後
、
請
求
を
し
な
い
ま
ま
五

　
　
　
年
を
経
過
す
る
と
、
請
求
権
が
な
く

　
　
　
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
満
三
歳
に
な
る
ま
で
の
乳
幼
児
に

対
し
て
、
　
一
ヶ
月
の
保
険
診
療
額
全

額
を
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
役
場
福
祉
生
活
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

病
原
性
大
腸
菌
の

　
予
防
対
策
に
つ
い
て

病
原
性
大
腸
菌
と
は

　
大
腸
菌
は
、
正
常
な
人
の
腸
に
も

存
在
す
る
細
菌
で
す
が
、
最
近
、
数
県

に
お
い
て
発
生
し
、
死
亡
者
ま
で
出

し
て
い
る
大
腸
菌
は
、
病
原
性
大
腸

菌
0
・
1
5
7
と
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。　
こ
の
菌
に
よ
る
下
痢
は
、
は
じ
め

水
様
性
で
す
が
、
後
に
は
、
出
血
性
と

な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
腸
管

出
血
性
大
腸
菌
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
報
告
さ
れ
て

い
る
死
者
は
、
全
て
乳
幼
児
及
び
小

児
で
す
の
で
、
乳
幼
児
、
小
児
や
基
礎

疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
の
方
で
は
、

重
症
に
至
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
特

に
注
意
を
要
し
ま
す
。

熱
に
弱
い
特
性
，
．

　
こ
の
菌
は
、
他
の
食
中
毒
菌
と
同

様
熱
に
弱
く
、
加
熱
に
よ
り
死
滅
し

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
消
毒
剤
で
も
容
易

に
死
滅
し
ま
す
。

感
染
予
防
に
は

①
食
品
の
保
存
、
運
搬
、
調
理
に
あ

た
っ
て
は
、
衛
生
的
に
取
り
扱
い
、
か

つ
、
本
菌
に
よ
る
汚
染
が
心
配
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
加
熱

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
食
品
を
扱
う
場
合
に
は
、
手
や
調

理
器
具
を
流
水
で
十
分
に
洗
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
飲
料
水
の
衛
生
管
理
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
井
戸
水
や
受
水

槽
の
取
り
扱
い
に
あ
た
っ
て
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、
出
血
を
伴
う
下
痢
を
生
じ

た
場
合
に
は

④
た
だ
ち
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
の

診
察
を
受
け
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
等
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
患
者
の
糞
便
を
処
理
す
る
時
に

は
、
ゴ
ム
手
袋
を
使
用
す
る
等
衛
生

的
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
患
者
の
糞
便
に
汚
染
さ
れ
た
衣
服

等
は
、
煮
沸
や
薬
剤
で
消
毒
し
た
う

え
で
、
家
族
の
も
の
と
は
別
に
洗
濯

し
、
天
日
で
十
分
に
乾
か
し
て
く
だ

さ
い
。み

る
さ
と
就
職
説
明
会

　
ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
U
タ
ー
ン
希
望
の
方

や
、
来
春
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を

卒
業
さ
れ
る
方
を
対
象
に
就
職
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
1
2
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
日
向
市
役
所
企
画
課

　
　
　
麗
（
5
2
）
2
1
1
1

羽
坂
の
不
燃
物

　
　
処
理
場
の
解
放

　
お
盆
を
前
に
、
羽
坂
不
燃
物
処
理

場
を
次
の
と
お
1
9
臨
時
解
放
し
ま
す
。

　
8
月
4
日
（
第
1
日
曜
日
）

　
　
　
1
1
日
（
第
2
日
曜
日
）

　
　
　
1
8
日
（
第
3
日
曜
日
）

※
古
紙
回
収
も
、
同
時
に
実
施
し
ま

す
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
8
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
8
月
2
1
口
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
四
期

　
　
※
納
期
は
九
月
二
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
箸
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
7
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
小
野
田
の
畝
原
平
さ
ん
か
ら

（
貞
子
さ
ん
・
6
6
歳
逝
去
）

◎
八
重
原
の
藤
崎
や
え
み
さ
ん
か
ら

（
今
朝
男
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
美
子
さ
ん
か
ら

（
征
子
さ
ん
・
5
4
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
三
原
道
子
さ
ん
、
羽
坂

の
甲
斐
マ
サ
エ
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

矢
野
夏
希
保
護
者
名

善
文

住
所

坪
　
谷

結
婚
お
め
で
と
う

稲 黒 畝 藤 矢
氏
死
（

田 木 原
山苛 野 中谷 氏

ル 征 貞
今
朝
ア
キ

亡
野口

イ 子 子 男 工
名 ご
冥 博和

76 54 66 80 88 年
福
を 美樹 名
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★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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